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Abstract
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序文

昭和61年度(1986年)に文部省海外学術調査（がん特別調査）経費により「パプア・ニューギニア

における成人Ｔ細胞白血病の疫学調査」と題する共同研究が寺師慎一（当時は鹿児島大学南方海域

研究センター・教授）を研究代表者としてはじめられた。研究分担者は，日本より鹿児島大学第三

内科中島洋明講師，パプア・ニューギニア側からはTheUniversityofPapuaNewGuinea，

MedicalFacultyDeanのＫ､J・RABAIDOO講師と同大学医学部TomTALONU講師の３名が参加し，

PortMoresbyとＬａｅにおいて調査研究を行なった。

翌年昭和62年度（1987年）は中島医師とABAIDOO医師が以下の２名と交代し日本側は鹿児島大

1）

2）

3）

4）

鹿児島大学南太平洋海域研究センター

鹿児島大学医学部第三内科

鹿児島大学医学部第二内科

TheUniversityofPapuaNewGuinea,FacultyofMedicine



２６４ 寺師ほか：パプア・ニューギニアの成人Ｔ細胞白血病

学第二内科山口幸一助手とパプア・ニューギニア大学の新医学部長TukutauTAUFA講師と，

前年度につずくＤｒ.Ｔ・TALONU隊員の合計４名により，調査地をMountHargenならびにMadang

を重点的に本研究をつずけた。

昭和63年度（1988年）は名称が文部省海外学術研究（がん特別調査）経費と改められ，調査は昭

和63年度と同様の４名のメンバーによりWewak,RabaulおよびＡｒａｗａで調査研究を継続した。

調査最終年度の平成元年度（1989年）は寺師ならびにＤｒ.Ｔ,TALONu講師の総勢２名，と調査

隊員の規模を縮小したがLae,Popondettaとその他の地域で調査研究を行なった。文部省科学研究

経費助成金の名称が国際学術研究（がん特別調査）に改められた年である。

はじめに

成人Ｔ細胞白血病（AdultT-cellLeukemia/Lymphoma:ＡＴＬ）については1976年に文献上の症

例報告がみられる（西岡ほか,1976)。しかし，その後高月らによるＡＴＬとしての新しい概念が

世界に提称されるまでは，同じ白血病でありながら，ただ単に稀有な特殊症例として扱われていた

にすぎなかった(高月ほか，1976;UCHIYAMAeta1.,1977)。その特殊性とはリンパ性白血病の原因

となるリンパ球をSubtypeに分類するとＴ－リンパ球(Thymusderivedcell）由来の悪性化による

ものであって，一般に知られていたＢ－リンパ球性(Bonemarrowderivedcell）の白血病とは全く

異る病気であることが判明した。さらに，ＡＴＬはGALLOら（1980年）によりレトロウイルス

に起因すること，その報告でHTLV-I（HumanT-LymphotropicVirusType-I）と命名されたが

(GALLO,1980年)，日沼ら(1981年）も独自の研究で同一ウイルスについてＡＴＬＶ（AdultT-cell

LeukemiaVirus）の名称で発表され，ＡＴＬの全貌が明らかになった（HINUMAeta1.,1981年)。

その後この疾患の調査研究がすすむにつれて，好発地域やウイルス分布が日本の南西部に高頻度

にみられること，さらに国外ではカリブ海地方に多くみられるなど地域特異性を有すことが知られ

てきた。このような疫学的特徴を示すとの報告に基き，今ままで未調査地であったオセアニア，中

でも特に最大陸地であるパプア・ニューギニアでＡＴＬウイルス蔓延情況についての調査を行っ

た。

検体と検査方法

検査地はPortMoresby（PapuaNewGuineaRedCrossBloodTransfusionSection＆Ｄｒ・Talonu

MedicalLaboratory)，Ｌａｅ（AngauMemorialHospitalMedicalLaboratory,NationalCancerTreat‐

mentCenterHeadquartersPNG，SexalTransmittedDiseasesSectio､)，MountHargen（Mount

HargenHospital)，Goroka（EasternHighlandsRedCrossBloodTransfusionSection)，Madang

(MadangGeneralHospital＆RedCrossBloodTransfusionSectio､)，Wewak（WewakHospital＆

EastSepikRedCrossBloodTransfusionSection)，Rabaul（NongaBaseHospital)，Arawa（Arawa

HospitalandNorthSolomonsRedCrossBloodTransfusionSection）＆Popondetta（Popondetta

Hospital）の各病院，および諸施設の協力によった。

検体は，パプア・ニューギニア現地の，主として成人による健康者または病院受診者の静脈血を

採取し血清またはヘパリン処置による血蕊を遠心処置（3,000回転／分）により分離し，それらの
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検体は凍結保存状態のまま持ち帰えり，帰国後鹿児島大学南太平洋海域研究センターの実験室で

資料中のウイルス関連抗体の検索を行なった。

各検体中のＡＴＬウイルス関連抗体は富士レビオ株式会社製造のセロデイアＡＴＬＡキット

(IKEDAeta1.,1984）によるMicrotiterTechniqueの定性反応をおこない，最終稀釈倍率の16倍を

もって陽性の判定をおこなった。

検査結果

1986年より1988年までの各年度の各年齢層における総数と陽性例（うち女性例数を含む）を表１．

表２．および表３．に示す。また，各年度ごとの出身地または居住地別の陽性例／総数（女性例数）

を図１．図２．および図３．に示した。表４．ならびに表５．は1987年ならびに1989年の検体につ

いての検索数と陽性数それぞれに示したが，検体の採取施設名は判明しているが個人記録の不備の

ため年齢層別あるいは出身地別に解析できなかった。表６．は1986年より1988年までの調査研究症

例の年令層と性別について，３ケ年の総計を示したものである。表７．については1986年より1988年

までの３ケ年の出身地または居住地別を総計しProvinceごとに分類したものである。

表１．表２．および表３．はそれぞれ調査年度が異なるが，年度の差はあってもアプア・ニュー

ギニア内での人の移動のため特定地域のみの資料に限定されてはいない。しかし，その様な調査年

度による出身地または居住地の一部に重複があるにせよ，年齢層別ではすでに１０才代でＡＴＬウ

イルス感染が高頻度に起こっているとおもわれる。それ以上の年齢層では２０才代の感染率はむし

ろ低下していた。しかし，1987年の４０才代と1988年の３０才および４０才代は特に高いＡＴＬウ

イルス感染率を示しているが，その調査対象数（母集団）があまりにも少なく，百分率の頻度のみ

では結果を判定出来なかった。そのことは1986年より1988年の３ケ年を集計した表６．に各年齢層

の百分率の差として示されている。表６．の総数による感染率はAdultのそれとほぼ一致し，表２．

や表３．も同様な傾向を示した。

表４．および表５．検体採取施設名のみの分類であるが，NorthSolomonsProvinceと，特殊情

況のあるＤｒ.Ｔ・TalonuMedicalLaboratory（この検査室はパプア・ニューギニア国以外の人が多

い）を除くと，Province別の特徴は図１．図２．図３．の母集団数の多いところと似た傾向がみ

られる。特にEastSepikProvince,MorobeProvinceは例外なくＡＴＬウイルス感染率が高い。

そのほか各年度毎のProvince検索数の差にもよるが，３ケ年中２ケ年にわたり高値を示したのが

NorthernProvince,EastNewBritainProvinceであり，１５％前後のむしろ低頻度のウイルス汚染

地域はCentralProvince,NorthSolomonsProvinceであった。GulfProvinceは感染率の高低いず

れとも判定できなかった。表７．に示した３ケ年の総計は百分率比で，高いほうから並べてある。

高いほうでは，GulfProvinceを除くとMadangProvinceまではパプア・ニューギニアの北沿岸あ

るいは島々 であり，１６％以下となるとWestNewBritainProvinceとNorthSolomonsProvince

を例外として内陸（高地）と南沿岸の地域であった。
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表１．パプア・ニューギニアにおける成人Ｔ細胞白血病の疫学調査（1986）

（年令構成とその陽性率）
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表２．パプア・ニューギニアにおける成人Ｔ細胞白血病の疫学調査（1987）

（年令構成とその陽性率）
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表３．パプア・ニューギニアにおける成人Ｔ細胞白血病の疫学調査（1988）

（年令構成とその陽性率）
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表６．パプア・ニューギニアにおける成人Ｔ細胞白血病の疫学調査（1986～1988）

（年令構成とその陽性率）

No.ofPositive

AGE（yrs.）CasesCases％
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表４．パプア・ニューギニアにおける成人Ｔ細胞白血病の疫学調査(1987）

検体採取施設名陽性例／症例数
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表５．パプア・ニューギニアにおける成人Ｔ細胞白血病の疫学調査(1989）
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表７．

Province名

地区別陽性者数３年間（1986～1988年）の総数

全陽性者／総数（％）女性陽性者／総数

総計

１２／３６（３３

３１／９６（３２

４４／１５８（２７

８／２９（２７

２０／８２（２４

３０／１２７（２３

４／１７（２３

８／３７（２１

９／４２（２１

６／３０（２０

９／５１（１７

３７／２３９（１５

１０／７１（１４

７／５０（１４

５／３６（１３

３／２２（１３

４／４８（８

３／５３（５

１／３０（３

１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
ｊ
ｊ
１
１
１

３
３
８
６
４
６
５
６
４
０
６
５
１
０
９
６
３
７
３

３
９
１
５
０
７
３
３
９
３
０
０
１
７
７
４
１
７
２

２
５
１
４
１
４
１
１
１
１

／
／
／
／
／
／
／
／
／
／
／
／
／
／
／
／
／
／
／

３
０
３
２
１
２
０
０
３
１
１
３
２
１
１
０
４
１
０

１
２
１
１

SouthPacificStudyVol､10,No.２，１９９０

考察

２５１／１ ２５４（２０ 0） ７８／２８２

成人Ｔ細胞白血病（ＡＴＬ）はretrovirusのうちHTLV-I（HumanT-LymphotropicVirus

Type-I）またはＡＴＬＶ（ＡＴＬVirus）の名称で呼ばれるウイルス感染による特殊な白血病であ

る。しかし，このＨＴＬＶ－Ｉによる感染があっても健康な生涯をおくる人が殆どであり，そのうち

の２～３千人のうちの１人が発病するといわれている(田島,ＡＴＬの疫学,図説臨床｢癌｣シリーズ

No.9,1986)。このウイルスの感染経路は，１）夫より妻などSexaltransmit，２）授乳期の母親よ

り新生児に，３）輸血など血液を介すなどがある（MIYAMOTOeta1.,1985;ＴＡＪＩＭＡｅｔａ1.,1982；

OKOCHI.,1984)。この種のウイルス感染者を検査する方法のわからなかった過去に於ては，輸血に

よる感染も多かったといわれる（前田，ＡＴＬと輸血，図説臨床「癌」シリーズNo.9,1986)。

日本では南西域がウイルス感染にともなう関連抗体保有者が多く，6-37％に及ぶとの報告がある

(HINUMAeta1.,1982)。沖縄では20例のＡＴＬ患者が含くまれるが，170症例中51例に関連抗体陽

性者が見られたという（ＣＬＡＲＫｅｔａ1.,1985)。台湾においては2,545例の検索で17人（ＰＡＮｅｔ

ａ1.,1985）に，韓国では6,255人中17例（ＬＥＥｅｔａ1.,1986）にＡＴＬ関連抗体陽性者をみたという◎

中国では6,884例の検体検査で２例のＡＴＬ関連抗体陽性者の報告がみられるが，そのうち１例は

日本系中国人であり，残る１人は日本人を夫とする妻であったという（ＺＥＮＧｅｔａ1.,1984)。西カ

リブ出身の現住民もＡＴＬウイルス感染者の頻度の高いことはよく知られている。しかし，そのよ

うな地域を出生地とし，現在ＡＴＬウイルス非流行地で生活している黒人に少数ながら同白血病の

発症をみたという（CATOVSKYetat.，1982；BLATTNEReta1.,1982；Ｏ'ＢＲＩＥＮｅｔａ1.,1983)。
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それ に関 係 して,ア フ リカが 同 ウイル スの汚染 流行地 で ある といわ れ る(GALLO ,1985;HINUMA

et al,1983)。

ア メ リカ合衆 国でみ られ るATLの 散 発症例 は黒人 を主 とす るが,出 生 地域 は合 衆国全 土や ラテ

ンア メ リカ と広範 に わた ってい る(JAFFE et al,1984;BLAYNEY et al,1983.)。 そ れ らの地域 の

白人症 例 は少 ない(JAFFE et al,1984;FOUCAR et al.,1985.)。

オ セ アニ アに関す る報告 はHINUMA et al.(1983年)に よ る ソロモ ン諸島 の182例 の 検索 で は2例

の陽性 者 がみ とめ られてい る。

我 々 の調査 で はソ ロモ ン諸 島の72例(MATSUMOTO et al,1983),な らび にヴ ィチ レブ島(フ ィ

ジー国)の156例(TERASHI et al.,1983)で は いずれ もATL関 連 抗体 陽性者 はみ られ なか った。

一方 ミク ロネ シア連 邦 に関 して は
,ト ラ ック州57検 体 中0例,ポ ナペ 州の154例 中3例(TERASHI

et al,1986),ヤ ッ プ州 の133検 索 例で9例(6.8%)を み とめた(TERASHI et al.,1987a)。 パ ラ オ

共和 国で は176例 中19例(10.8%)を み とめ(TERASHI et al,1987b),第 二 次 大戦前 か らの 日本 人

との交流 も関係 してい るとお もわれ た。
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